
 

兵庫県立考古博物館 ６月のもよおし案内 

 

開催日時 イベント名・内容 会場 料金等 備考 

4/20(土) 

～6/23（日） 

9:30～18:00 

入場は 17:30 まで 

特別展 

「縄文土器とその世界－兵庫

の１万年－」 

約１万年の時の流れを示す縄

文土器。今回の展示では、縄

文文化を代表する火焔型土

器・遮光器土偶・注口土器を

はじめ、県内出土品約 250 点

の土器や土偶などの展示から

縄文世界を感じていただきま

す。 

特別展示室 

大 人：500 円 

大学生：400 円 

高校生以下無料 

担当：学芸課 

6/8(土) 

13:30～15:00 

特別展講演会 

「ひょうご５カ国の縄文を歩
いたころ」 

講師：石野 博信 
（当館名誉館長） 

講   堂 
無  料 

定員 120 人 

担当：学芸課 
当日受付 

6/30（日） 

13:30～14:00 

学芸員によるミニ講座 

常設展示の一つを学芸員が詳
しく解説します。 

テーマ展示室 要観覧券 担当：学芸課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者発表（資料配布） 

月／日 
(曜日) 

担当部署名 
電話番号 
(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

発表者名 
（担当名） 

その他配布先 

5／17（金） 

14:00 

県立考古博物館 

企画広報課 
(079)437-5589 

副館長兼総務部長 川由 伸一 

(館長補佐兼企画広報課長 
         柏原 正民) 

東播磨県民局 

北播磨県民局 



 

加西分館「古代鏡展示館」 

 

開催日時 イベント名・内容 会場 料金・備考 

3/15（金） 

～9/10（火） 

9:00～17:00 

入館は 

16:30 まで 

企画展  

「発掘された銅鏡 兵庫に伝わっ

た鏡と文化」 

 兵庫県では、弥生時代以降の銅
鏡が数多く発見されています。 

 本展では、県内の遺跡から出土

した銅鏡と、当館が所蔵する古代

中国鏡を比較展示します。古代の

日本と中国の人々の鏡に対する想

いをぜひご覧ください。 

展示室 

100 円（高校生以下無料） 
※別途フラワーセンター入園料
（一般 500 円）が必要。入園 16:00
まで 
 

 

6/1（土） 

13:30～15:00 

連続講座「発掘担当者 鏡を語る」
（全 5回） 

第１回 
「近畿最古の国産鏡を掘る－神戸
市表山遺跡の調査から－」 
講師：深江 英憲 
（（公財）兵庫県まちづくり技術セ
ンター副課長） 
 

古代鏡展示館
２階 

要観覧券（別途入園料必要） 
対象：中学生以上 
定員：先着 30名（要予約） 

6/15（土） 

13:30～15:00 

連続講座「発掘担当者 鏡を語る」
（全 5回） 

第２回 
「三角縁神獣鏡を掘る－たつの市
権現山 51号墳の調査から－」 
講師：山本 誠 
（兵庫県立考古博物館学習支援課
長） 

古代鏡展示館
２階 

要観覧券（別途入園料必要） 
対象：中学生以上 
定員：先着 30名（要予約） 

6/22（土） 

13:30～14:00 

学芸員によるギャラリートーク 
展示のみどころを解説します。 
講師：加西分館学芸員 

展示室 要観覧券（別途入園料必要） 
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